各種環境調査による三沢市の環境の現況（令和元年度分）

	環境項目
	調査内容（方法）
	調査結果
	備考

	
大気環境
	県の常時監視測定局（岡三沢地区）において浮遊粒子状物質及び二酸化窒素を測定している。

	浮遊粒子物質及び二酸化窒素とも基準超過なし。
	令和２年版青森県環境白書

	
河川
	公共用水域（古間木川 外）18か所から採取した水のpH、BOD、SS、DO、大腸菌群数の値を調査する。（1回又は2回/年）

	・大腸菌群数環境基準値超過3件
（古間木川）
・BOD環境基準値超過1件（三沢川）
	

	
事業所等の排水
	公害防止協定（排水）を締結している9事業所の排水のpH、BOD、SS、DO、大腸菌群数、n－ヘキサン抽出物含有量の値を調査する。（1回/年）

	・pH環境基準値超過…3事業所
・大腸菌群数環境基準値超過…2事業所
	

	
地下水
	市内8か所の地下水を採水し、浄水水質の環境基準値を超過していないか調査する。（1回/年）

	環境基準超過なし。
	

	
騒音
	市内2路線の自動車による騒音調査する。
（1回/年）

	環境基準超過なし。
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悪臭
	公害防止協定（悪臭）を締結している6事業所について悪臭監視調査を行う。（2回/年）

	・ノルマル酪酸環境基準値超過…1事業所
	


※詳しい内容を知りたい場合は環境衛生課にお問い合わせください。
